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エヌビディアのカー・コンピュータ
「NVIDIA DRIVE」
は次世代自動車の開発をどう変えていくのか？

NVIDIA

ここ数年で、自動車業界とITテクノロジーは急接近しており、今年、
ラスベガスで開催された国際家電見本市の International CES の
会場では、自動運転自動車やナビゲーションシステム、インフォテ
インメントに関連する出展が、さらに数を増やすなどの動きが見ら
れた。

そうした中で、ゲーム用グラフィックス・カードを開発するエヌビ
ディアは、次世代スマートカーへの搭載を狙ったカー・コンピュータ

「NVIDIA DRIVE」を発表し、来場者の注目を集めていた。

4 vol.22    2015



International CES 2015のサウスホールに出展されていたエヌビディアのブース
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GPU で 15 年前のスパコンに匹敵する
処理の力と省電力を実現

ここ数年で、自動車業界とIT テクノロジー
は急接近しています。今年、ラスベガスで開催
された国際家電見本市の International CES
の会場では、自動運転自動車やナビゲーショ
ンシステム、インフォテインメントに関連する出
展が、さらに増えるなどの動きが見られました。

そうした中で、ゲーム用グラフィックス・カー
ドなどを開発する半導体企業のエヌビディア
は、次世代スマートカーへの搭載を狙った
カー・コンピュータ「NVIDIA DRIVE」を発
表し来場者の注目を集めていました。

NVIDIA DRIVE は、自動運転に必要なコ
ンピュータ処理を行う際のプラットフォームとな
る DRIVE PXと、車載ディスプレイを含むコ
クピット周りで高度なグラフィックスを提供する
DRIVE CX があります。いずれも世界最速処
理を誇るモバイル型のスーパーチップ Tegra 
X1が採用されています。Tegra X1は、世界トッ
プクラスのパフォーマンスを実現したゲーム用
グラフィックスカード「GeForce GTX 980」
と同じ最新の Maxwell GPU アーキテクチャ
を採用しており、256 コアで 1 テラフロップス
の処理能力を持っています。昨年発表された

ばかりの車載用チップ Tegra K1と比較しても
パフォーマンスは 2 倍で、同じパフォーマンス
で比較した場合には、消費電力は 2 分の 1 で
す。また、サイズは親指の爪ほどのサイズであ
りながら 15 年前のスパコンに匹敵する処理能
力を持ち、所要電力も約 10 ワット程度という
省電力を実現しています。

エヌビディアでは、車載用チップの開発技
術が CPU から GPU へ移行するのを見越し、
10 年も前から研究開発を進めており、新製品
にはコンピュータビジョンとディープラーニング
の分野における、同社の最新の開発成果をい
ち早く取り入れています。共同創始者兼 CEO
のジェンスン・ファン氏は、「スーパーコンピュー
タに匹敵する NVIDIA DRIVE の機能は、ス
マート化する次世代の自動車の中核になるだ
ろう」とコメントし、自動車開発分野への本格
参入をアピールしています。

こうした動きは日本市場へ向けても進めら
れているのでしょうか？　ここでは、自動車
市場に向けた開発への取り組みと NVIDIA 
DRIVE について、オートモーティブ部の浜田
勝部長に話を伺いました。

NVIDIA／エヌビディア
オートモーティブ部 部長
浜田 勝 氏
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3. 下記項目をご記入下さい。

※恐れ入りますが、振込手数料はご負担願います。
三井住友銀行 神戸営業部  （普） 8376598

2. お支払い方法は「銀行振込」のみとなります。

上記プランのサービス内容
◇自動車新聞社が発行する自動車ビジネス誌 『  　　　   』を毎号お届け。 （発行日、発送日は暦により変更の可能性があります）

　 注目されているモビリティサービスなどの情報をわかりやすく紹介し、読者の皆様のビジネスに役立ちます。

1.お申し込みの購読期間に○をつけて下さい。
お申し込みプラン名 料金（1冊） 6冊契約 12冊契約

月刊誌『 　　　　』
（モビリティに特化した自動車ビジネス誌）

※ご契約は契約期間ごとの自動更新となります。解約をされる場合は１カ月前まで、ご連絡をお願いいたします。
※発売は約2か月ごとに行う予定です。

¥1,800（税別） ￥11,664（税込）
（1,800円/1冊）

２冊分無料
￥19,440（税込）

(1,500円/１冊)

※本申込書はご契約に関わります。全て正確にご記入の上、ご返信ください。

フ リ ガ ナ

お勤め先

フ リ ガ ナ

部署

フ リ ガ ナ

ご契約者名
フ リ ガ ナ

ご紹介者名

フ リ ガ ナ

役職

購読開始号

フ リ ガ ナ

ご住所

 vol.　　　　　　号から

 　　　　（記入日）　　　　年　 　　月　　　 日

　FAX　　　　（　　　　）　TEL　　　　（　　　　）　E-mail

〒　　　　ー
フ リ ガ ナ
ご送付先

(ご住所と異なる場合）

〒　　　　ー

　  お支払い先　　　三井住友銀行 神戸営業部  （普） 8376598　※入金確認後に発送いたします。振込手数料はご負担ください。

Subscription
ご購読のお申し込み

<お問い合わせ> TEL : 078-891-7207　（株）自動車新聞社

口座名：株式会社　自動車新聞社

  FAX : 050-3737-6662
mail : info@j-np.com本用紙送付先

  FAX : 050-3737-6662
mail : info@j-np.com本用紙送付先
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